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5年生が９月14日（木）から９月15日（金）の一泊二

日で、六所山少年自然の家でキャンプを行いました。今

回の5年生のスローガンは「一生に一度の笑楽緒キャンプ 

～友にもう一歩前へ」でした。初日のオリエンテーリン

グは、急な雨のためお弁当を先に食べました。その後の

野外炊飯によるカレー作りでは、さわやかな風が吹き抜

ける中、友だちと一緒に野菜を切ったり、火をおこした

りしながら協力して作り上げたおいしいカレーを食べま

した。特に、野菜を切る場面では「僕・私も切りたい」

と積極的に調理に取り組む多くの児童の姿が見られまし

た。また、煤が付いた鍋を丁寧に磨いて班のために協力

を惜しまない児童の姿も見られました。さらに、夕方か

ら行われたキャンプファイアーでは、各班がダンスや劇

を披露して、友との楽しいひと時を過ごすことができました。今回のキャンプでは、様々な場

面で仲間のために協力できる5年生の姿を見ることができました。今後は、高学年として平井小

学校を牽引する5年生の姿に期待しています。 

 

 

 

  
 

右の写真は、ある学級の後方に掲示されている様々な色

の花が咲いている木の掲示物です。実は、この掲示に貼っ

てある花びらの画用紙の一枚一枚に、「級友が親切にして

くれたこと」「あいさつの声をかけてくれたこと」「授業

中の級友の頑張り」など様々な場面での〝友達のよさ〟を

認める言葉が書かれています。このような活動を継続する

ことで、よりよい学校生活を送るために頑張ろうという気

持ちをもつ児童が徐々に増え、自己肯定感を高めていきま

す。そして、「もっと頑張れる」自分へと成長することが

できます。 
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２年生の国語の授業では、児童が楽しみながら学

習を進めています。授業では、子どもたちが、登場

人物の行動を想像しながら子ども同士で感じたこと

を共有し、言葉がもつよさを感じて思いや考えを伝

え合う活動を行いました。 

今回の授業では、一人一人の子どもたちがねこと

ねずみの行動や気持ちを理由と共に具体的に想像

し、想像したことを動きや音読で精一杯表現してい

ました。 

平井小学校では、今後も一人一人の子どもたちが

主体的に学習に取り組むことができる授業を目指し

ていきます。 

 

 

 

 9月27日に、学校保健委員会を開催しました。講師

にあいち健康プラザの大脇花菜様をお迎えし、4年生

から6年生の児童に行ったアンケートを基に「笑顔ち

ゃんもびっくり睡眠のひみつ～できることからはじめ

よう～」をテーマに話を聞きました。デジタル機器を

使っている人ほど寝る時刻が遅いという事実を知り、

少しでもデジタル機器を使う時間を少なくして睡眠時

間を確保できるよう、全校児童を対象にした点検活動

（グッドスリープカード）を10月2日（月）から行い

ます。 

＜グッドスリープカードの進め方＞ 

・1週間、寝る時刻、デジタル機器をやめる時刻が守

れるように点検する。 

・自分でデジタル機器を使うルールを考え（保護者と

相談してもよい）、守れるように点検する。 

・保護者の方からの欄を設け、家庭との連携を図る。 

・継続を図るため、11月と1月にも点検活動を行う。 

学習に取り組む子どもたち 

全校でよい睡眠がとれるように取り組みます 
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